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　3 月定例会は平成 30 年 2 月 19 日から 3 月 23 日までの 33 日間の

会期で開かれ、平成 30 年度長門市一般会計予算など 44 議案及び議

員提出議案 1 件をすべて可決・同意・承認しました。

　大西市長は、平成 30 年度一般会計予算を「健幸づくり」「しごとづくり」「地域総合力の発揮」の３

項目を重点施策とした「地域のちから発揮予算」として位置づけ、これまで積み重ねてきた経験・人財等、

ながとの「ちから」を駆使し、地域自らも主体となって直面する課題に立ち向かうことで、全国に誇れ

るまちを実現していくための予算として提案しました。

　予算決算委員会では 4 日間に渡り、一般会計予算の審査を行いました。主な事業と委員会審査の内容

は次ページから紹介します。

　なお、本会議の採決では賛成多数で可決しました。この議案に対する各議員の賛否については次のと

おりです。

健幸づくり × しごとづくり × 地域総合力の発揮

３月
定例会

44 議案を可決・同意・承認
▼議案第 9号

平成 30 年度長門市一般会計予算 総額２１６億円

長門市議会だより　2018.5.1

地域のちから発揮予算

綾　城　美　佳 賛　成

早　川　文　乃 賛　成

江　原　達　也 反　対

中　平　裕　二 賛　成

橋　本　憲　治 賛　成

有　田　　　茂 賛　成

吉　津　弘　之 反　対

岩　藤　睦　子 賛　成

南　野　信　郎 反　対

重　村　法　弘 賛　成

重　廣　正　美 賛　成

長　尾　　　実 賛　成

先　野　正　宏 賛　成

三　輪　　　徹 賛　成

田　村　哲　郎 賛　成

林　　　哲　也 反　対

大　草　博　輝 反　対

※武田議長は除く
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こ
の
事
業
は
全
体
で
調
和
の
と

れ
た
開
発
や
開
発
後
の
民
間
主
体

に
よ
る
観
光
地
経
営
を
推
進
し
て

　

こ
の
事
業
は
用
地
を
取
得
し
、

温
泉
街
を
訪
れ
る
観
光
客
の
駐
車

場
や
遊
歩
道
の
整
備
、
ま
た
公
衆

浴
場
「
礼
湯
」
の
解
体
工
事
を
行

う
事
業
で
す
。
委
員
会
で
は
、
施

設
等
解
体
撤
去
工
事
に
よ
っ
て
公

衆
浴
場
が
利
用
で
き
な
い
期
間
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
最
長

で
も
11
カ
月
と
考
え
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
委
員
か
ら
、
礼
湯
解
体

工
事
に
関
す
る
情
報
の
周
知
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

「
解
体
時
期
が
確
定
次
第
、
早
急

に
市
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
市
内
全
域
に

周
知
す
る
。
さ
ら
に
地
元
住
民
に

対
し
て
は
回
覧
板
や
張
り
紙
等
の

掲
示
も
行
う
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

い
く
た
め
、
各
分
野
の
専
門
家
で

構
成
す
る
推
進
体
制
の
構
築
・
事

業
推
進
を
図
る
事
業
で
す
。

　

委
員
か
ら
一
方
通
行
等
社
会
実

験
の
実
施
に
あ
た
り
、
地
元
の
意

向
に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
こ
れ
ま

で
も
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
、
河

川
空
間
や
道
路
空
間
の
活
用
に
向

け
、
課
題
の
洗
い
出
し
や
運
営
の

検
証
を
行
う
た
め
に
、
社
会
実
験

と
し
て
交
通
規
制
に
つ
い
て
も
地

元
と
し
っ
か
り
協
議
を
し
て
実
施

し
て
き
た
。
今
後
も
道
路
空
間
の

活
用
を
検
証
す
る
際
に
、
昨
年
の

実
証
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、

ま
た
地
元
や
警
察
、
道
路
管
理
者

と
対
策
を
協
議
し
進
め
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

全国人気トップ10への布石
　平成 30 年度の予算には、長門湯本温泉が全国トップ 10 の人気温泉地となり、継続的な魅力作りが

生まれる好循環を創るため、長門湯本温泉観光まちづくり計画の実現に向けて各種施設の整備や、地

域マネジメントの仕組みづくり、民間投資促進などを目的とした事業費が計上されています。

長
門
湯
本
温
泉
観
光

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

９
７
７
７
万
円

長
門
湯
本
温
泉
観
光

ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

３
億
９
、９
０
２
万
円

湯本

温泉

再生が期待される湯本のまち

湯本の整備計画イメージ
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委
員
会
で
は
、
地
権
者
全
員
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で

事
業
費
を
当
初
予
算
に
計
上
し
た

理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
「
利
水
対
策
に
つ
い
て

は
地
元
と
の
約
束
に
よ
り
、
す
で

に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
絡

道
路
に
つ
い
て
も
す
で
に
一
部
着

工
し
て
お
り
、
工
事
期
間
と
施
工

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
雇
用
創

出
と
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
三

隅
地
区
に
ア
ル
ミ
ネ
の
工
場
を
誘

致
す
る
も
の
で
す
。
用
地
買
収
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
、
地
権
者

の
同
意
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
ま
だ
に
地
権
者
全

員
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状

況
で
計
上
さ
れ
た
こ
の
予
算
に
つ

い
て
疑
問
を
抱
く
議
員
は
多
く
、

こ
の
度
の
委
員
会
で
も
活
発
な
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
委
員
か
ら
「
進

捗
状
況
等
を
鑑
み
た
と
き
、
今
は

同
意
を
得
る
こ
と
に
専
念
し
三
隅

地
区
工
場
用
地
事
業
に
関
す
る
予

算
を
減
額
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
理
由
を
付
し
、
企
業
立
地
促
進

事
業
に
関
す
る
予
算
の
減
額
修
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
「
地
権
者
の
同
意
を

得
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
対
し
、
市
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
の
か
。
行
政
に
対

す
る
政
治
不
信
を
招
き
か
ね
な

い
」
と
の
理
由
か
ら
修
正
案
に
賛

成
し
、
原
案
に
反
対
す
る
意
見
や
、

「
50
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の

大
き
な
事
業
で
あ
り
、
昨
年
の
９

月
議
会
同
様
、
企
業
立
地
を
促
進

す
る
た
め
に
必
要
な
事
前
準
備
の

予
算
は
可
決
す
べ
き
」
と
の
理
由

か
ら
修
正
案
に
反
対
し
、
原
案
に

賛
成
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

で
き
る
期
間
等
の
、
時
間
的
な
制

約
に
よ
り
当
初
予
算
に
計
上
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
委
員
か
ら
、
同
意
を
得

た
地
権
者
に
対
す
る
、
用
地
の
補

償
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
農
業
生
産
活
動
の
停
止

に
対
す
る
補
償
の
検
討
を
進
め
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
、
建
設
残
土

の
運
搬
費
用
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
残
り
の
３
万

立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
概
算

で
３
，
０
０
０
万
円
の
予
算
措
置

が
必
要
に
な
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事
業　

１
億
１
、７
０
７
万
円

地
権
者
と
の
交
渉
の
行
方
は
…

ア
ル
ミ
ネ
工
場
誘
致
に
つ
い
て
問
う

　

さ
ら
に
、
本
事
業
に
つ
い
て
は

委
員
会
と
し
て
市
長
の
出
席
を
求

め
、
市
長
に
対
す
る
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
質
疑
の
内
容
に
つ
い
て

は
下
の
と
お
り
で
す
。

減
額
修
正
案
は
否
決

市
長
に
対
し
て

委
員
会
出
席
を
要
求

委
員
会
質
疑

市長への質疑

・地権者との同意がない状況で予算提案した理由は

　市長

▲ �

状況は好転していると考えているためである。3 月末までに

は合意を得たいと考えて交渉している。

・事業の進捗に対する認識・時間的な問題は

　市長

▲ �

見通しの甘さがあった。アルミネには工場建設着工を平成 32

年までとする猶予をいただいた。時間的な余裕はない。
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な
が
と
協
働
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
弱
体
化
し
つ
つ
あ

る
集
落
機
能
の
再
生
を
図
る
事
業

で
す
。

　

委
員
か
ら
、
新
設
予
定
の
３
協

議
会
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
「
未
設
立
地
域
の
残
る

長
門
、
油
谷
地
区
の
う
ち
新
た
に

湯
本
、
仙
崎
、
伊
上
な
ど
で
協
議

会
が
新
設
さ
れ
る
見
込
み
の
も

と
、
予
算
計
上
し
て
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

性
及
び
民
間
交
流
の
進
め
方
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

「
市
民
に
十
分
説
明
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
民
間
交
流
の
進

め
方
に
つ
い
て
は
、
両
市
が
抱
え

る
共
通
課
題
な
ど
、
交
流
の
推
進

は
可
能
で
あ
る
。
進
め
方
に
つ
い

て
は
協
議
し
て
い
き
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
こ
の
事
業
の
必

要
性
が
理
解
で
き
な
い
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
連
邦
ソ
チ
市
と
の
交
流

を
通
じ
、
本
市
の
魅
力
を
発
掘
・

発
信
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
う

事
業
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
交
流
事
業
に
つ

い
て
市
民
に
対
す
る
説
明
の
必
要

集
落
機
能
再
生
事
業

４
、５
５
７
万
円

健
幸
住
宅
推
進
事
業

９
５
０
万
円

日
置
保
育
園
建
設
事
業

３
億
８
、６
０
７
万
円

　

日
置
保
育
園
は
老
朽
化
が
著
し

く
、
非
耐
震
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
児
童
の
安
全
で
快
適
な
保
育

環
境
の
確
保
の
た
め
日
置
支
所
旧

庁
舎
解
体
跡
地
に
、
新
た
に
保
育

園
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
拠
点
が
併
設
さ
れ
る
理
由

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
「
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
保
育
園
の
中

に
併
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
宅
の
断
熱
性
を
向
上
さ
せ
、

居
住
環
境
の
向
上
、
健
康
寿
命
の

延
伸
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
・

健
康
な
暮
ら
し
の
推
進
を
図
る
事

業
で
す
。

　

委
員
か
ら
予
算
の
算
出
根
拠
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
商
品
券
運
営
事
務
費
と
し
て

50
万
円
を
計
上
し
、
補
助
金
と
し

て
断
熱
改
修
費
、
一
般
リ
フ
ォ
ー

ム
改
修
費
、
そ
れ
ぞ
れ
上
限
20
万

円
、
10
万
円
の
30
件
を
計
上
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ソ
チ
市
国
際
交
流
事
業

７
２
２
万
円

　

市
内
産
木
材
を
活
用
し
、
森
林

資
源
利
益
循
環
シ
ス
テ
ム
や
担
い

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
担
い

手
育
成
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
を
進

め
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る

事
業
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
業
務
委
託
の
内

容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
新
法

人
設
立
に
関
す
る
調
査
、
森
林
の

経
営
信
託
、
未
利
用
低
質
材
の
活

用
に
関
す
る
調
査
研
究
、
森
林
資

源
量
の
調
査
、
及
び
森
林
所
有
者

の
意
向
把
握
を
行
う
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
委
員
か
ら

下
関
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
特
に
担

い
手
研
修
に
つ
い
て
は
下
関
市
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

林
業
成
長
産
業
化

地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

　

６
３
７
万
円

健
幸
づ
く
り

し
ご
と
づ
く
り

地
域
総
合
力
の
発
揮

健幸づくり 

　× しごとづくり 

　　× 地域総合力の発揮

地域のちから発揮予算

そ
の
他

現在の日置保育園

木
育
推
進
事
業
４
６
０
万
円

　

長
門
市
木
育
推
進
基
本
計
画
を

基
に
「
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
」、

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
木
育

に
取
り
組
み
、
林
業
の
活
性
化
を

図
る
事
業
で
す
。

ソチ市代表団の長門市訪問
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　湯本温泉配湯事業における湯量の安定供給を図

るため、新たに湯本温泉３号泉源タンク (500 立

方メートル ) を設置する事業です。

　委員会では、湯本温泉配湯タンク整備事業にお

ける完成までの今後の予定について質疑があり、

執行部から「3,000 万円を超える事業となるため

条件付き入札を本年４月に実施し、平成 31 年２

月の完成を予定している。また、地盤改良工事

は本年３月に入札を実施し６月完成を予定してい

る」との答弁がありました。

事院勧告に基づいて行うものであり給与減額の件

とは別問題として提案している」との答弁があり

ました。

　質疑の後、この議案に対する認識を深めるため

に委員間討議を行いました。委員間討議では、「不

祥事によって給与減額中であるにもかかわらず、

期末手当を増額することに疑問が残る。市民感情

からも提案すべきでない」との意見や、「この議

案はあくまで制度上の改定であり、給与減額の件

とは別問題である。また、三役は給与減額で一定

のけじめをつけている」等の意見がありました。

　本会議の討論では、「職員の不祥事が続く中、期

末手当を増額することは不適切である」との反対

意見が述べられましたが、採決では賛成多数で可

決しました。

　ＴＰＰ等関連対策大綱に基づく国の補正予算を

活用し、今後の地域農業をけん引する優れた経営

感覚を備えた担い手を育成・支援するため、農業

者の経営発展を促進する農業用機械・施設の導入

に対して補助する事業です。

　委員会では、農業用機械・施設導入に対する支

援の内容について質疑があり、執行部から「農業

用機械の主なものはトラクター、コンバイン、乾

燥機、田植え機などであり、施設については格納

庫、鶏舎の発電設備牛舎である」との答弁があり

ました。

　国が人事院勧告に基づき民間給与との格差を埋

めるため、平成 29 年４月にさかのぼって俸給表

の水準を平均 0.2％、特別職についても勤勉手当

を 0.1 月分引き上げることから、それに準じて、

本市の特別職の期末手当についても引き上げを行

うものです。

　委員会では、市長、副市長、教育長の三役につ

いては現在給与の減額中であり、期末手当の増額

が提案されるのは問題があるのではないかとの質

疑があり、執行部から「三役は所得税源泉徴収も

れの件について責任を痛感し、１月から３月まで

の間給与の 10％減額を行っている。この給与減額

については処分ではなく、三役自らが行ったもの

と認識している。今回の期末手当の改定等につい

ては、一般職員や他自治体等との均衡を考えて人

その他の委員会付託議案　　補正予算・条例

予算決算委員会

総務民生委員会

文教産業委員会

議案第 19 号　長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例
▲

議案第１号

平成 29 年度長門市一般会計補正予算（第６号）

▲

議案第３号

平成29年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第３号）

三役の期末手当は増額へ

今後の地域農業の
担い手を育成・支援

湯本温泉配湯タンクは
平成31年２月完成予定

担い手確保・経営強化支援事業
　９、３９８万円

湯本温泉配湯タンク整備事業
　１億３、８０５万円
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３
月
23
日

（金）
の
本
会
議
に
は
、

磯
部
則
行
副
市
長
の
退
任
に
伴
う

「
副
市
長
の
選
任
」
案
が
追
加
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
大
谷
恒
雄

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　

地
方
自
治
法
第
167
条
で
は
副
市

長
の
職
務
と
し
て
「
普
通
地
方
公

共
団
体
の
長
を
補
佐
し
、
普
通
地

方
公
共
団
体
の
長
の
命
を
受
け
政

策
及
び
企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
そ

の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
の
担
任

す
る
事
務
を
監
督
し
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
普
通
地
方
公

共
団
体
の
長
の
職
務
を
代
理
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
長
に
代
わ
っ

て
業
務
の
詳
細
に
つ
い
て
の
検
討

や
政
策
の
企
画
立
案
を
行
っ
た
り

す
る
ほ
か
、
市
長
の
判
断
が
不
要

な
事
案
、
も
し
く
は
市
長
の
委
任

を
受
け
た
事
案
に
つ
い
て
の
決
定

や
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
に
事
故
が
あ
っ
た

り
、欠
け
た
り
（
病
気
、海
外
出
張
、

逮
捕
、
辞
任
、
死
亡
等
）
し
た
と

き
、
容
易
に
そ
の
意
志
決
定
が
で

き
な
い
状
態
や
空
席
に
な
っ
た
場

合
、
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
市
長

の
代
わ
り
に
市
の
代
表
（
市
長
職

務
代
理
者
）
と
し
て
業
務
を
行
い

ま
す
。

　

長
門
市
教
育
委
員
会
委
員
に
中

村
充
範
氏
を
選
任
す
る
議
案
を
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
中
村

氏
は
再
任
さ
れ
、
任
期
は
４
年
間

で
す
。

副
市
長
に
大
谷
恒
雄
氏

　
議
案
第
44
号
　
長
門
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
42
号
　
長
門
市
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
に

中
村
充
範
氏
が
再
任

議案番号 件　　　　名 結果

27 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

28
長門市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

29

長門市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

30

長門市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

31 長門市農業振興協議会条例の一部を改正する条例 原案可決

32 長門市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決

33 津黄龍宮の潮吹交流施設の指定管理者の指定について 原案可決

34 七重辺地に係る総合整備計画の策定について 原案可決

35 市道路線の認定及び変更について 原案可決

36 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） 承認

37 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） 承認

38 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） 承認

39 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） 承認

40 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

41 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

42 長門市教育委員会委員の任命について 同意

43
長門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

44 長門市副市長の選任について 同意

議員提出 1 長門市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

大谷 恒雄 氏（58）

長門市出身。昭和 56

年に山口県庁に入庁。

総務部理事兼岩国基

地対策室長、総合企

画部長、商工労働部

長を歴任。

議案番号 件　　　　名 結果

1 平成 29 年度長門市一般会計補正予算（第 6 号） 原案可決

2 平成 29 年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

3 平成 29 年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決

4 平成 29 年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決

5 平成 29 年度長門市電気通信事業特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決

6 平成 29 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

7 平成 29 年度長門市水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決

8 平成 29 年度長門市下水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決

9 平成 30 年度長門市一般会計予算 原案可決

10 平成 30 年度長門市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

11 平成 30 年度長門市湯本温泉事業特別会計予算 原案可決

12 平成 30 年度長門市介護保険事業特別会計予算 原案可決

13 平成 30 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決

14 平成 30 年度長門市水道事業会計予算 原案可決

15 平成 30 年度長門市下水道事業会計予算 原案可決

16 長門市一般職の任期付職員の採用等に関する条例 原案可決

17 長門市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 原案可決

18 長門市男女共同参画推進条例の一部を改正する条例 原案可決

19 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

20 長門市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

21
長門市長等の退職手当に関する条例の一部を
改正する条例の一部を改正する条例

原案可決

22 長門市職員退職手当に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

23 長門市特別会計条例の一部を改正する条例 原案可決

24 長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

25 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

26 長門市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

■3月定例会議決結果
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一般質問

文
化
財
行
政
の
向
上
を

長
門
市
の
古
文
書
や
歴
史
民
俗
資
料
な
ど

は
分
散
し
て
い
る
。
平
成
31
年
度
に
教
育

委
員
会
が
新
庁
舎
に
移
転
す
る
時
、
現
教
育
委
員

会
に
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
室
や
日
置
歴
史
民
俗
資

料
館
の
今
後
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
学
芸
員
な
ど
専
門
家
を
配
置
し

文
化
財
保
護
室
を
課
に
昇
格
さ
せ
て
、
文
化
財
行

政
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

分
散
し
て
い
る
資
料
は
、
教
育
委
員
会
が

新
庁
舎
に
移
転
し
た
後
、
な
が
と
歴
史
民

俗
資
料
室
の
１
カ
所
に
集
約
・
整
理
し
、
保
存
展

示
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
な
が
と
歴
史
民

俗
資
料
室
は
、
昭
和
36
年
の
建
築
で
耐
震
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
改
修
も
検
討
し
て
い
く
。

　

日
置
歴
史
民
俗
資

料
館
は
昭
和
56
年
建

築
で
比
較
的
新
し
い

た
め
保
管
庫
と
し
て

残
す
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
現
文

化
財
保
護
室
は
、
ま

ず
室
と
し
て
し
っ
か

り
機
能
す
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
行
財
政
運
営
は

地
方
交
付
税
合
併
特
例
措
置
が
平
成
31
年

度
で
終
わ
り
、
32
年
度
か
ら
は
市
の
「
中

期
財
政
見
通
し
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
当
初

予
算
規
模
で
40
億
円
相
当
分
を
圧
縮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
大
型
事
業
を
拡
大
し
て
き

た
が
、
こ
れ
を
見
直
し
行
財
政
運
営
の
転
換
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
市
職
員
数
に
つ
い
て
類
似
団
体
平
均
は

人
口
１
万
人
あ
た
り
職
員
100
人
で
あ
り
、
現
状
か

ら
100
人
以
上
削
減
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
決
し
て
楽
観

視
で
き
ず
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
予
測
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
政
治
手
法
や
財
政
運
営
を

転
換
す
る
時
期
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

市
職
員
数
は
類
似

団
体
と
比
較
す
る
と

多
い
が
、
各
市
の
事

情
も
あ
る
。
国
家
公

務
員
給
与
と
比
較
す

る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
、
本
市
は
県
内

で
も
低
い
位
置
に
あ

り
、
全
体
の
人
件
費

は
抑
制
し
て
い
る
。

問答

問答

▼ながと歴史民俗資料室

▼平成 30 年度予算の記者会見

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
進
ん
で
い
る
の
か

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
に
あ
た
り
本
市
の
講
習
状

況
及
び
設
置
場
所
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

問
う
。
ま
た
、
安
全
な
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
児
童
生
徒
、
教
職
員
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
教
育
の
普
及
促
進
が
必
要
と
考

え
る
が
、
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

講
習
は
、
消
防
本
部
か
ら
各
事
業
所
へ
受

講
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
市
民
か
ら
の
要

請
に
よ
っ
て
応
急
手
当
の
講
習
会
や
普
通
救
命
講

習
、
上
級
救
命
講
習
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
実
施

し
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

学
校
で
は
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
学
習
に
つ
い

て
、
学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
り
、
市
内
の
全
小

中
学
校
で
適
切
に
指

導
を
し
て
い
る
。
教

職
員
に
つ
い
て
も
適

切
か
つ
迅
速
に
心
肺

蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
が
で
き
る
よ
う
救

命
講
習
会
や
研
修
会

を
、
専
門
家
や
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
る
。

問答

▼防災訓練時の AED 講習

長門市議会だより　2018.5.1

　

S
A

K
IN

O
 M

A
S

A
H

IR
O

　

先野 正宏
議員

　

T
A

M
U

R
A

 T
E

T
S

U
R

O

　

田村 哲郎
議員

　

IW
A

F
U

JI M
U

T
S

U
K

O

岩藤 睦子
議員

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。
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上
下
水
道
の
課
題
にど

う
対
応
す
る
の
か

市
民
生
活
に
直
結
す
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
・
継
続
的
な

事
業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
上
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
施
設
及
び
管
路
の
更
新
需
要
へ
の
対
応
等
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。 

水
道
施
設
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に

策
定
し
た
長
門
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
必
要
な
規
模
へ
の
縮
小
や
余
剰
と
な
っ
た
施

設
を
再
編
す
る
な
ど
し
て
、
事
業
費
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
等
の
策
定
に
よ
り
、
公
共
下

水
道
、
農
業
・
漁
業
集
落
排
水
施
設
に
お
け
る
統

廃
合
や
更
新
需
要
を

見
き
わ
め
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
に
事

業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
の
中
長
期
的
な

経
営
の
基
本
と
な
る

経
営
戦
略
に
こ
れ
ら

の
計
画
を
反
映
し
、

持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
を
行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

災
害
弱
者
の
命
を
守
る
取
り
組
み
を

避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象
者
１
３
７
６

名
中
、
９
２
６
名
が
未
登
録
だ
が
ど
う
対

応
す
る
の
か
。
ま
た
、
未
登
録
の
方
も
災
害
時
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。
聴
覚
障
害
者
な
ど
外
出

時
通
報
が
困
難
の
方
の
対
応
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
を

消
防
署
に
導
入
で
き
な
い
か
。
自
主
防
災
組
織
や

防
災
会
議
の
委
員
な
ど
に
更
な
る
女
性
の
起
用
を

推
進
し
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対
策
の
充
実
を

図
っ
て
欲
し
い
が
ど
う
か
考
え
て
い
る
の
か
。

災
害
発
生
時
に
は
同
意
が
な
い
方
を
含
め

た
名
簿
の
提
供
は
可
能
だ
が
、
平
常
時
か

ら
の
情
報
共
有
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
今
後
も
制

度
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お

り
シ
ス
テ
ム
が
構
築

で
き
た
ら
導
入
等
考

え
て
い
き
た
い
。
女

性
視
点
の
防
災
対
策

は
重
要
で
、
女
性
が

災
害
弱
者
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

問答

問答

▼水道管布設替工事

▼山口県総合防災訓練

三
世
代
同
居
・
近
居
へ
の
支
援
を

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地

域
に
お
い
て
は
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
多
面
的
観
点
か
ら
自

治
体
の
中
に
は
、
三
世
代
同
居
・
近
居
を
積
極
的

に
支
援
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

直
近
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
本
市
の
三

世
代
同
居
の
世
帯
数
、
全
世
帯
に
占
め
る

割
合
と
も
に
急
激
に
減
少
し
核
家
族
化
が
さ
ら
に

進
ん
で
い
る
。
三
世
代
同
居
・
近
居
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
一
つ
の

重
要
な
手
段
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

県
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
「
や
ま
ぐ
ち
三
世
代

同
居
・
近
居
住
宅
支

援
事
業
補
助
金
」
が

創
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
三
世
代

同
居
・
近
居
さ
れ
る

方
へ
の
応
援
制
度
を

研
究
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問答

▼三世代同居に支援を

　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

　
重村 法弘

議員

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

　

綾城 美佳
議員

　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

林 哲也
議員
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第
一
次
産
業
の
存
続
を

従
来
通
り
の
施
策
で
は
、
人
口
減
少
に
よ
っ

て
５
年
後
、
第
一
次
産
業
に
お
け
る
指
導

者
が
不
足
し
、
10
年
後
は
従
事
者
が
激
減
す
る
と

推
測
さ
れ
、
全
国
に
発
信
す
べ
き
長
門
の
農
林
水

産
業
自
体
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
宿
泊
場
所
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
と
し
、
そ
こ
か
ら
各
学
習
場
所
で
学
ぶ
と
い
う

共
同
生
活
を
し
、
就
業
か
ら
定
住
に
つ
な
げ
る
と

い
う
、
魅
力
の
あ
る
事
業
を
実
施
し
、
体
験
学
習

を
す
る
人
の
絶
対
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

働
き
手
が
な
い
か
ら
事
業
が
拡
大
で
き
な

い
と
い
う
課
題
は
あ
る
。
長
門
は
こ
う
い

う
人
材
を
求
め
て
い
る
と
い
う
の
は
し
っ
か
り
と

発
信
を
し
て
い
く
。

　

今
年
９
月
に
「
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
す
る
が
、

行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一

体
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

す
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
き
た
い
。

選
ば
れ
る
大
津
緑
洋
高
校
に

大
津
緑
洋
高
校
は
、
市
内
唯
一
の
県
立
高

校
で
あ
る
が
入
学
希
望
者
が
減
少
し
て
い

る
。
行
政
を
中
心
に
、
同
校
の
魅
力
化
や
活
性
化

に
積
極
的
に
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。
同
校
で
な
け

れ
ば
学
べ
な
い
独
自
で
特
色
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
へ
の
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
民

か
ら
地
元
の
人
材
不
足
解
決
に
繋
が
る
調
理
科
や

介
護
科
を
新
設
し
て
ほ
し
い
等
の
声
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
意
見
を
県
に
届
け
ら
れ
な
い
か
。

大
津
緑
洋
高
校
は
、
水
産
と
農
業
と
い
う

地
域
の
産
業
と
大
き
く
関
わ
っ
た
学
科
が

あ
り
、
地
元
と
密
着
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
さ

れ
、
市
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
小
中

学
校
と
も
地
域
に
密

着
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

調
理
科
は
お
も
し

ろ
い
提
案
。
市
と
し

て
意
見
が
ま
と
ま
れ

ば
、
県
教
委
に
対
し

て
、
意
見
具
申
を
し

て
い
き
た
い
。

問答

問答

▼後継者不足が課題の農業

▼日置校舎の農高祭

　

E
H

A
R

A
 T

A
T

S
U

Y
A

　

江原 達也
議員

　

Y
O

S
H

IZ
U

 H
IR

O
Y

U
K

I

吉津 弘之
議員

給
食
費
の
無
償
化
を

給
食
費
の
無
償
化
は
子
育
て
支
援
で
あ
り
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
も
あ
る
。
ま
た
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成
に
手
厚
く
取
り
組

む
と
い
う
本
市
の
方
針
に
も
合
う
と
思
う
が
、
給

食
費
無
償
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
子
以

降
の
給
食
費
の
無
償
化
実
施
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

市
内
の
全
小
中
学
校
に
学
校
給
食
を

提
供
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
は
約

３
億
１
、
０
７
０
万
円
に
な
る
。
こ
の
う
ち
児
童

生
徒
分
の
食
材
費
が
約
１
億
１
、
２
６
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。
給
食
費
の
無
償
化
と
な
る
と
多

く
の
財
源
を
恒
常
的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
今
は
困
難

と
考
え
て
い
る
。
ま

た
第
三
子
以
降
の
給

食
費
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
他
の
子
育
て

支
援
事
業
と
と
も
に
、

実
施
の
可
否
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問答

▼無償化による子育て支援を

　

H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O

早川 文乃
議員
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地
場
産
業
に
活
力
を
も
た
ら
す

消
費
喚
起
策
を

外
に
向
か
う
消
費
を
少
し
で
も
市
内
に
つ

な
ぎ
と
め
て
、
市
内
で
の
消
費
額
が
上
が

る
こ
と
で
初
め
て
地
域
経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
地
場
産
業
に
活
力
を
も
た
ら
す
有
効

な
消
費
喚
起
策
は
何
か
。

全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
な
が

と
成
長
戦
略
の
事
業
展
開
が
花
を
咲
か
せ

よ
う
と
し
て
お
り
、
小
規
模
な
事
業
者
の
多
い
本

市
で
も
儲
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
良
好
な
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
交

流
人
口
の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
外
貨
獲
得
力
と
雇

用
吸
収
力
を
あ
わ
せ
持
っ
た
食
品
製
造
業
や
宿
泊

業
を
核
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
域
内
化
を
進

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
で
の
経
済
の
循

環
と
拡
大
を
図
り
、

事
業
者
の
方
が
知
恵

を
絞
っ
た
魅
力
的
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等

が
市
内
の
消
費
喚
起

に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。

問答

▼生産者による販売の取り組み

　

M
IW

A
 T

O
R

U

　

三輪 徹
議員

　長門市議会では、「市民に開かれた議会」「市民のために行動する議会」

「市民から信頼される議会」の実現に向け、議会報告会を ５月７

日（月）～ 18 日（金）の８日間、市内８カ所で開催します。

議員は２班に分かれ、それぞれの会場を担当します。

　第１部は議会報告「平成 30 年度予算の概要について」・

意見交換、第 2 部は「議員報酬等研究会について」・意

見交換の内容で行います。

　市民の皆さんの意見をぜひお聞かせください。

■報告会について　　※開催時間　19：00 ～ 20：30

開催日 場所 担当

５月 7 日（月）  仙崎公民館 １班

５月 8 日（火）  湯本温泉旅館協同組合 ２班

５月 10 日（木）  俵山公民館 １班

５月 11 日（金）  黄波戸漁村センター ２班

開催日 場所 担当

５月 14 日（月）  県漁協野波瀬支店 １班

５月 15 日（火）  三隅宗頭文化センター ２班

５月 17 日（木）  ラポールゆや １班

５月 18 日（金）  向津具公民館 ２班

■担当

・１班

　林、三輪、先野、重廣、南野、岩藤、有田、橋本、早川

・２班

　大草、田村、長尾、重村、吉津、中平 、江原、綾城

市民と議員が語る
議会報告会を開催します

市内

８会場
で開催

あなたの

声を

聞かせて

ください



編集後記

▼『光陰矢の如し』といいます

が、今年もはや 4 カ月が過ぎ去っ

ていきました。顧みますと、私

たちに勇気と感動をもたらした

あの平昌（ピョンチャン）オリ

ンピック・パラリンピックでの

日本人選手の活躍、また本市に

おいては初めてとなる道の駅「セ

ンザキッチン」のグランドオー

委 員 長　　岩 藤 睦 子
部 会 長　　吉 津 弘 之
委　　員　　大 草 博 輝
　　　　　　林 　 哲 也
　 　 　 　 南 野 信 郎
　 　 　 　 有 田 　 茂
　 　 　 　 橋 本 憲 治
　　　　　　中 平 裕 二

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報部会

長門市議会に関して

インタビューを行いました。

Ｑながと市議会だよりについてどう思われますか。

Ａ�市議会議員の考えがよく伝わっていいと思いま

す。

Ｑ�これからの市議会に望むものは何ですか。

Ａ�企業の誘致や若者の仕事環境を整えることで、若

者の市外への流出を防ぎ、人口減少を食い止め

て欲しいです。

Ｑ議会報告会をご存知ですか。

Ａ�はい。今年も参加したいと思います。
北川 昌弘 さん（43 歳）

油谷向津具下在住（自営業）

プンなど、さまざまな出来事が

ありました。その道の駅ではあ

りますが、交流人口が増え、本

市の基幹産業の 1 つである観光

業が発展し、閉塞感ただよう長

門のまちが元気を取り戻すため

の起爆剤となってくれることを、

市民の 1 人として願ってや

みません。

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

jakb5

南野

6月定例会の予定

　平成 30 年度の議会報告会は、 

５月７日～１８日の８日間、市

内８カ所で開催します。ぜひご

来場ください。

議会報告会を開催
くわしくは11ページを

ご覧ください

議案の提案説明など

一般質問

一部採決、議案の委員会付託

予算決算委員会

総務民生委員会

文教産業委員会

最終日

（都合により変更になる場合があります）

６月８日

６月 12・13・14 日

６月 15 日

６月 21 日

６月 22 日

６月 22 日

６月 29 日


